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DAC多軸揺動X線回折装置の開発
Development of multi-axis DAC oscillation system for x-ray powder diffraction
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ダイヤモンドアンビルセル（DAC）を使った高圧実験の進歩は、地球内部の温度圧力条件のほとんどをカバーするま
でになってきている。とりわけ、放射光 X 線マイクロビームとレーザー加熱実験を組み合わせることにより、地球内部
の鉱物の状態を X線回折により直接シミュレートすることが可能となり、様々な成果を産み出している。しかしながら、
この高圧 X線回折実験技術において、未だ解決すべき問題も生じている。それは、X線回折強度の統計的な問題である。
つまり、低発散放射光光源の利用が試料の粉末条件を厳格化し、さらに、レーザー加熱による試料の粒成長が局所的反射
スポットを増加させ、均一なデバイリングを獲得することを困難にしている。このことは、構造因子の精密決定を困難に
することにつながり、高圧下における結晶構造解析の信頼性に影響をおよぼしている。そこで我々は、ガンドルフィカメ
ラ [1,2]における試料揺動機構をヒントに DACを多軸揺動する装置を開発し、DAC内の粗粒の試料から均一なデバイリ
ングを獲得することを試みている。装置は、可搬式となっておりSPring-8の BL04B2（38keV）もしくは BL10XU(30keV)
に設置することができる。ゴニオメータは水平方向の揺動軸（θ）、垂直方向のスイベル型揺動軸（ω）、X 線に対して
垂直な回転軸（φ）を有し、各々の軸は独立かつ同時に動作することが可能である。回折線はイメージングプレートで
検出している。DACにおいては、回折 X線が開口角で制限されるので、本研究では 90度までの開口角を有する DACを
新たに導入した。揺動の結果、粗粒な試料からのスポット状のデバイリングはスムースなものに劇的に改善された。本
発表では、開発した装置と実際の実験例について、揺動の有無による比較に焦点をあて、その詳細を紹介する。
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